海外につながる子どもの言語・文化資源の開発－「送り出し地域」と「受け入れ地域」によるICT海外協働学習カリキュラムの概念的な枠組み－ by 津村 公博 & 田島 喜代美




“Development of Global Human Resources  such as Linguistic and Communication Skills, 
Multicultural Experiences and Cultural Literacy of Immigrated Filipino Children in Hamamatsu 
City Mediated by  ICT in Collaborative Learning with  Filipino Children in  the Philippines”























































































































































②　LMS の (Learning Management System) の導入
　2011年に、ブレンディッドラーニングにより導出された課題の解決に向けて、コミュ








































































































内での授業は、ICT 協働学習の活動を推進する役割を担うことになり、ICT  協働学習
と通常授業が反転（flipped）した学習形態になる。






































































































育省（DepEd Region Ⅺ）研修センター、 2019年9月13日
津村公博、田島喜代美 「日系フィリピン人とダバオの子どもとの海外協働学習の意義」
フィリピン共和国の教育省（DepEd Region Ⅺ）研修センター、 2019年2月14日









4 Davao City Special School (DCSS)
ダバオ市内都市部の公立小学校であり在籍者数は2000人を超える。ダバオ市内の都市部の公立小学校に通う 
─ 116 ─ ─ 117 ─
子どもたちの地域の共通語はビサヤ語である。DCSS では、タガログ語と英語で教科を教えている。





















13 2003年にApple  社が開発したプレゼンテーションソフトウェアであり、macOS/iOS  用の視覚効果や画像
を盛り込むことができる。
14 浜松学院大学は、文部科学省「大学教育再生加速プログラム（AP）」のテーマⅣ「長期学外学修プログラ
ム（ギャップイヤー）」を採択され、フィリピン共和国教育省Region Ⅺと教育・研究・地域貢献を目的とし
て協定を締結した。
15 2019年、浜松市の補助を受けて、HISとDCSSとの協働学習（アートブリッジプロジェクト）を実施した。 
協働学習を7回実施し、浜松市内の海外につながる子どもは延べ28人が参加し、ダバオ市内から延べ68人が
参加した。
浜松学院大学　研究論集№16／海外につながる子どもの言語・文化資源の開発
──「送り出し地域」と「受け入れ地域」による
ICT海外協働学習カリキュラムの概念的な枠組み──
